
 

 

 

 

 

 

 

           

           

    

 

 
  

 

 

 

  

世界最高峰のエベレストの登頂を目指す登山家には、登る前に必ずやっておかなければなら

ないことがあるそうです。それは「次の目標を立てること」だそうです。エベレストは登山家

にとって、最も厳しい山です。それをクリアして山頂に立った時、「もうこれで思い残すこと

はない」と思ってしまうことがあるそうです。そのため、下山するときに遭難したり事故にあ

ったりすることが多いと言われています。学校生活では、大きな行事が終わった後や大きな成

果を挙げた後などは、成就感と同時に一気にモチベーションが下がってしまうことがあります。

一旦、モチベーションが下がるとそれを高めることは容易ではありません。そのような状態に

ならないためには、「次の目標を立てる」ことが大切です。今回はこうした目標の設定につい 
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「笑顔・信頼期待・誇り・プラスワン」に満ちた学校 
・「笑顔」（Smile）→子どもが「明日もまた来たい」と思える通いがいのある学校づくり 
・「信頼」「期待」（Trust）（Expectations）→保護者や地域から信頼され，期待される学校づくり 
・「誇り」（Pride）→職員が生き生きと自信をもって活動し，自慢できる学校づくり 
・「プラスワン」（Plus One）→積極的な「プラスの風」を吹き込むことによる学校改革 



 

  

て考えてみました。 

左の表を見たことがある方は多いと思います。これは、エンジェルスの大谷選手が、高校１年

生のときに監督のすすめで作成した、マンダラチャートと呼ばれる目標達成シートです。このマ

ンダラチャートは、「成し遂げたい目標」（大谷選手の場合、ドラフト 1 位に 8 球団から指名を

受けること）を達成するために必要な８つの要素をその周りに書き足し、その外側にもう一度同

じ「要素」を８個書き足し、さらに、それを達成するための「行動目標」を、外側に書いた「要

素」の周りに８個ずつ書き込み細分化することで、「成し遂げたい目標」を叶えたるための道の

りを明確にするというものです。（詳しい作り方は、マンダラチャートで検索すれば出てきます。）  

エベレスト登山の例も大谷選手の例も、大切なことは、目標を設定したあとに、その達成のた

めのプロセスを明確にするということです。子どもたちも、学期ごとや行事の前など、いろいろ

な場面で目標を設定する機会がありますが、ご家庭でもぜひ、目標を立てた際には、達成のため

の具体的な行動についても、一緒に考えていただければと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１日、十勝地区小・中学校放送教育研究大会陸別

大会兼陸別町教育研究大会が行われました。今年は新

型コロナの感染対策として、人数を制限して、一部を

オンラインで行う、ハイブリッド型の研究大会となり

ました。子どもたちはいつもと違う雰囲気に少し緊張

していたようにも見えましたが、公開した３つの授業

について、十勝管内の教職員で熱心に討議を進めるこ

とができました。今回の研究大会での成果を今後の授

業改善に生かしてまいります。 

 十勝子ども大会表彰者 

＜絵画の部＞ 

入選 １年  Ｕ・Ｙ くん 

＜工作・工芸・彫刻の部＞ 

入選 １年  Ｈ・Ｙ くん 

２年  Ｏ・Ｙ さん 

２年  Ａ・Ｆ さん 

４年  Ｔ・Ｍ さん 

＜書写・書道の部＞ 

秀作 ４年  Ｙ・Ａ さん 

   ６年  Ｋ・Ｋ さん 

   ６年  Ｓ・Ｓ さん 

佳作 ２年  Ｗ・Ｆ さん 

４年  Ｔ・Ｉ さん 

５年  Ｔ・Ｈ さん 

６年  Ｏ・Ａ くん 

＜家庭科の部＞ 

入選 ６年  Ｔ・Ｋ さん 

１２、１３日に、開催された十勝

子ども大会で賞をとった子どもた

ちの表彰を行いました。おめでと

うございます。これを自信に、また

いろいろな作品作りに取り組んで

いってほしいと思います。 

【表彰当日欠席の子どもたちは後日表彰しました】 

 
１０月２３日に開催さ

れたおとふけ健康マラソ

ンで２年Ｓ・Ｈくんが小

学生フリー２年の部で 2

位、同じく２年Ｎ・Ｙくん

がすずらん駅伝大会で 3

位となりました。おめで

とうございます。これか

らも頑張ってください。 



  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
２２日、５年生ふるさと科の学習で、しばれ

フェスティバルのバルーンの作り方を実行委

員会の方に教わりました。実際にバルーンが膨

らむ様子に、子どもたちも楽しそうに取り組ん

でいました。 

２１日、１，３，５年生を対象に歯科健康教

室が行われました。歯科衛生士に来てもらい、

お話を聞いたり、pH テストなどを行ったりし

ました。私も歯は強い方ではないので、小学生

のうちから正しい歯磨きの仕方を覚えること

は大切なことだと改めて思いました。 

 
１０日、1、2 年生で本の読み聞かせ会が行

われました。今年も学童保育所の久祢田先生に

来ていただき、数冊の絵本を読んでいただきま

した。子どもたちは、本の世界にどっぷりとつ

かって、聞き入 

っていました。 

こうした機会を 

通して、子ども 

たちには、より 

本に親しんでい 

ってほしいと思 

います。 

  

９日、どさんこ☆子ども地区会議が、昨年に

引き続きオンラインで行われました。児童会長

のＵ・Ｊくんが陸別町の代表として、いじめに

ついてのワークショップに参加しました。「な

んでもポスト」や「挨拶運動の強化」など、い

じめの未然防止の取組について提言しました。

各町村代表で話し 

合った取組について、 

ぜひ陸別小でできそう 

なことには、取り組ん 

でいってほしいと思い 

ます。 

 
１６日、今年度２回目の集団下校訓練を行い

ました。地域安全ネットワークの皆様にもご協

力いただき、しっかり訓練を行うことができま

した。今後もＪアラートや地震、停電など、緊

急時にしっかり行動できるよう、定期的に訓練

を行っていきます。 

 
１７日、２年生の生活科の町探検の学習で、

消防署と郵便局を訪問しました。消防署では救

急車に乗せてもらったり、郵便局ではハガキを

出したりして、貴重な 

体験ができました。ご 

協力ありがとうござい 

ました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日にち 曜日 学 校 行 事 

１ 木 スクールガード 

２ 金 縦割り遊び 

３ 土 土曜授業（中止） 

７ 水 職員会議 

１４ 水 町Ｐ連教育講演会 

１５ 木 スクールガード 

２２ 木 ２学期終業式 大掃除 

２３ 金 冬季休業～1/16 

２９ 木 学校閉庁日 12/29～1/5 

 

  
学校運営協議会についてご存じでしょうか？学校

運営協議会は、「地域とともにある学校」への転換を

図るための仕組みです。学校運営協議会が設置され

ている学校をコミュニティ・スクール（以下ＣＳ）

と言いますが、陸別町でも小中一貫教育の開始と同

時に小中合同のＣＳが設置されています。ＣＳを推

進する背景として、①本格化する教育改革②人口減

少からの担い手不足③地域コミュニティの衰退など

があげられており、「子どもたち（の未来）を守る教

育活動を地域の大人みんなで考える」ことがあげら

れています。そして、ＣＳの役割は、①「育てたい

子ども像」の共有の場②地域と学校の意見を「正式

に」伝え合う場となります。（十勝教育局社会教育指

導班より）小中学校が抱える課題の洗い出しから、

ＣＳで解決できることを整理して取り組んでいくこ

とになります。地域の教育力を活かした体験活動や

キャリア教育などの「特色ある教育活動タイプ」、外

部の人による学習指導、体力づくりなど「学力や体

力向上タイプ」、防災・避難、登下校の見守りなどの

「安心・安全活動タイプ」など学校の課題に合わせ

た取組が検討されていく場となるものです。 

【文部科学省ＨＰより】 

※ ３日の土曜授業は、第２回体力テストと
外部人材によるふるさと学習、授業参観で
す。授業参観は時程の関係でブロックごと
に低学年１校時、中学年２校時、高学年３
校時となります。ご不便をお掛けします
が、よろしくお願いいたします。（中止） 

※ １４日の 19:00 より町Ｐ連主催の教育
講演会が開催されます。家庭学習等の学習
習慣や生活習慣について、お話をいただき
ます。子育ての大きなヒントになると思い
ますので、ぜひご参加ください。 


